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六
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二
号

　
　
　

は 

じ 

め 

に

　

福
井
県
文
書
館
寄
託
松
平
文
庫
に
「
安
永
八
亥
年
知
行
給
帳
」（
以
下
、
安

永
給
帳
）
と
い
う
資
料
が
あ
る）

（
（

。
重
富
時
代
の
福
井
藩
の
給
人
に
つ
い
て
知
行

高
順
に
列
記
し
た
も
の
で
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
の
福
井
藩
給
人
の
知
行

体
系
が
わ
か
る
資
料
だ
が
、
特
筆
す
べ
き
点
は
、
知
行
に
「
明
里
御
蔵
出
」
と

追
記
さ
れ
て
い
る
給
人
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

福
井
藩
研
究
に
お
い
て
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）

に
お
け
る
藩
領
の
半
減
、
い
わ
ゆ
る
貞
享
の
半
知
を
契
機
と
し
て
、
以
後
、
福

井
藩
の
給
人
は
「
地
方
」、「
御
蔵
出
」
に
分
か
れ
た
。
地
方
は
従
来
か
ら
の
地

方
知
行
を
引
き
継
ぐ
存
在
で
あ
り
、
村
付
さ
れ
て
お
り
、
夫
米
や
口
米
、
糠
や

藁
と
い
っ
た
付
加
税
も
含
む
形
で
、
村
方
か
ら
の
年
貢
収
納
が
認
め
ら
れ
て
い

る
。
一
方
、
御
蔵
出
は
、
先
の
付
加
税
に
あ
た
る
も
の
の
徴
収
は
認
め
ら
れ
ず
、

取
米
（
本
年
貢
）
に
つ
い
て
も
藩
の
代
官
の
指
示
に
従
っ
て
年
貢
を
徴
収
し
た
。

村
付
は
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が）

（
（

、
家
督
相
続
の
と
き
に
下
さ
れ
る
書
出
に
は
村

名
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い）

（
（

。
御
蔵
出
と
い
う
名
称
も
あ
い
ま
っ
て
、
本
当
に
村

方
か
ら
年
貢
を
徴
収
し
て
い
た
の
か
疑
問
が
残
る
。
半
知
以
後
の
藩
の
成
箇
帳）

（
（

で
は
、
御
蔵
出
の
知
行
は
藩
の
蔵
入
地
分
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
藩

の
認
識
と
し
て
は
、
も
は
や
御
蔵
出
は
切
米
取
・
扶
持
米
取
と
変
わ
ら
な
い
と

い
う
も
の
だ
っ
た
と
も
捉
え
ら
れ
る
。

　

御
蔵
出
が
地
方
知
行
に
あ
て
は
ま
る
の
か
、
実
質
的
に
は
蔵
米
知
行
と
み
な

す
べ
き
な
の
か
、
明
確
な
回
答
は
ま
だ
出
て
い
な
い
。
し
か
し
、
今
回
取
り
上

げ
る
安
永
給
帳
に
登
場
す
る
明
里
御
蔵
出
は
、
文
字
ど
お
り
解
釈
す
れ
ば
御
蔵

出
の
中
で
も
、明
里
御
蔵
か
ら
俸
禄
が
支
給
さ
れ
て
い
た
存
在
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
普
通
の
御
蔵
出
と
は
何
が
異
な
る
の
か
。
こ
の
論
考
で
は
安
永
給
帳
の

全
体
像
を
確
認
し
な
が
ら
、
明
里
御
蔵
出
に
類
別
さ
れ
る
者
た
ち
に
つ
い
て
、

共
通
点
な
ど
若
干
の
考
察
を
加
え
た
い
。
い
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
御
蔵
出
に

つ
い
て
、
今
後
の
研
究
の
一
端
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

安
永
八
亥
年
給
帳
に
み
ら
れ
る
明
里
御
蔵
出
に
つ
い
て

中　

村　
　
　

賢
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中
村　

安
永
八
亥
年
給
帳
に
み
ら
れ
る
明
里
御
蔵
出
に
つ
い
て

　
　
　

一　

安
永
給
帳
の
全
体
像　

（
一
）
形
態
と
記
述
形
式
・
構
成

　

福
井
藩
の
歴
代
藩
主
の
給
帳
は
、
竪
帳
か
半
横
帳
の
形
態
で
、
タ
イ
ト
ル
は

「
○
○
様
御
代
給
帳
」（
○
○
は

藩
主
名
や
院
号
）
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
多
い
が
、
安
永
給
帳

は
竪
帳
で
表
紙
に
装
丁
な
ど
は

さ
れ
て
お
ら
ず
、
シ
ン
プ
ル
に

タ
イ
ト
ル
（「
安
永
八
亥
年
知

行
給
帳
」）
が
書
か
れ
て
い
る

（
図
１
）。

　

記
述
形
式
と
し
て
は
、
知
行

高
の
下
に
給
人
の
名
前
が
書
か

れ
た
簡
単
な
も
の
で
あ
る
。
例

え
ば
家
臣
団
筆
頭
の
府
中
本
多

家
の
場
合
は
、「
一
、
高
弐
万

石　
　

本
多
内
蔵
助
」
と
い
う

よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
家

格
や
役
職
に
つ
い
て
の
記
載
は

な
い
が
、
知
行
高
と
名
前
の
間

に
足
高
や
○
人
扶
持
と
い
っ
た

追
記
が
入
る
こ
と
が
あ
る
（
図
２
）。

　

資
料
の
構
成
と
し
て
は
、
ま
ず
地
方
が
記
載
さ
れ
、
そ
の
後
御
蔵
出
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
が
、こ
の
御
蔵
出
の
中
に
は
商
人
も
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
寺
社
領
地
方
と
い
う
見
出
し
で
寺
社
に
関
す
る
記
載
、
最
後
に
役
料

明
里
御
蔵
出
と
い
う
見
出
し
で
役
料
を
給
付
さ
れ
て
い
た
給
人
に
関
す
る
記
載

で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

（
二
）
内
容

　

安
永
給
帳
に
お
け
る
地
方
（
お

よ
び
与
力
）・
御
蔵
出
の
人
数
と
知

行
高
合
計
を
、
前
後
の
給
帳
と
比

較
し
た
の
が
表
１
で
あ
る）

（
（

。
与
力

（
三
九
家
）
に
つ
い
て
は
個
人
名
の

記
載
は
な
い
も
の
の
、
特
定
の
給

人
（
多
く
は
要
職
に
つ
く
地
方
）

に
付
記
さ
れ
る
形
で
記
載
が
あ
る
。

比
較
を
通
し
て
わ
か
る
こ
と
は
、

地
方
や
与
力
の
人
数
は
、
安
永
給

帳
と
前
後
の
給
帳
と
は
そ
れ
ほ
ど

差
異
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
御
蔵

出
に
つ
い
て
は
、
宗
矩
時
代
か
ら

安
永
期
に
七
〇
人
程
度
、
石
高
で

は
九
千
石
程
度
の
増
加
が
み
ら
れ
る）

（
（

。

　

表
２
は
、
安
永
給
帳
で
地
方
や
御
蔵
出
な
ど
見
出
し
が
あ
る
も
の
に
つ
い

て
、
該
当
数
と
石
高
を
グ
ル
ー
プ
毎
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
地
方
は
府
中

図１図２

表１　安永給帳と前後の給帳の比較（地方・与力・御蔵出）

注 （　斉承給帳の人数は『福井市史通史編 （』の表 （（ に拠る。しかし給帳の記述と
整合しない部分もあるので再検討の余地あり。
注 （　宗矩給帳において知行高 （00 石以上は地方、（00 石以上 （00 石未満を御蔵出
として集計した。
注 （　各給帳の知行高合計は （00 石以上の知行を合計したもの。ただし、安永給帳
については （0 石という知行が数人みられるがそれらも合計に含めている。
注 （　安永給帳の御蔵出の人数には商人を、知行高合計については明里御蔵出分を
含めている。

宗矩給帳 安永給帳 斉承給帳
人数 知行高合計 人数 知行高合計 人数 知行高合計

地方 （（ 人 （（（（0 （（ 人 （（（（0 （（ 人 （（（（（
　与力 （（ 人 （（00 （（ 人 （（00
御蔵出 （（（ 人 （（0（（ （（0 人 （（（（（ （（（ 人 （（（0（
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本
多
家
を
含
め
三
一
人
、
御
蔵
出
は

三
八
〇
人
で
あ
る
。
こ
の
御
蔵
出
の

中
に
明
里
御
蔵
出
と
追
記
さ
れ
た
も

の
が
二
〇
人
（
給
人
が
一
五
人
・
商

人
が
五
人
）
確
認
で
き
る
。
寺
社
領

地
方
と
し
て
、
地
方
と
し
て
知
行
を

与
え
ら
れ
て
い
た
寺
社
は
一
四
寺

院
、
そ
の
う
ち
二
寺
院
に
つ
い
て
明

里
御
蔵
出
と
い
う
追
記
が
な
さ
れ
て

い
る
。
最
後
に
役
料
明
里
御
蔵
出
と

し
て
六
四
人
の
給
人
の
記
載
さ
れ
て

い
る
。
な
お
安
永
給
帳
に
記
載
は
な
い
が
、
以
上
の
明
里
御
蔵
出
分
お
よ
び
役

料
明
里
御
蔵
出
分
を
総
合
計
す
る
と
、
一
万
石
強
と
な
る
。
次
に
そ
れ
ら
の
該

当
者
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
　
　

二　

明
里
御
蔵
出
の
該
当
者
に
つ
い
て

　

表
３
は
安
永
給
帳
の
中
で
明
里
御
蔵
出
と
記
載
さ
れ
た
も
の
（
給
人
、商
人
、

寺
社
）
を
知
行
高
・
知
行
高
の
中
の
明
里
御
蔵
出
の
分
・
知
行
の
追
記
、
安
永

八
年
時
点
で
の
居
住
地
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
て
紹
介
し
た
い
。

（
一
）
毛
受
伝
三
郎

　

御
蔵
出
の
中
で
知
行
高
の
後
に
明
里
御
蔵
出
と
記
載
さ
れ
て
い
る
給
人
は

表２　安永給帳の内容

※ （ 人については御蔵出（渥美新右衛門）に付属

該当数 知行高合計
①地方 （（ 人　 （（（（0
　②与力 （（ 人※ （（00
③御蔵出 （（0 人　 （（（（（
　④明里御蔵出 （0 人　 （（（0
給人知行合計（① + ③） （（（（（（
⑤寺社領地方 （（ 寺院　 （（（（
　⑥明里御蔵出 （ 寺院　 （（（
⑦役料明里御蔵出 （（ 人　 （（00
明里御蔵出合計（④＋⑥＋⑦） （0（（（

姓名 知行 明里
御蔵出 知行追記 役職 安永 （ 年時点での居住地 重富給帳での

居住地
毛受伝三郎 （00 （00 内百石御足シ高　明里御蔵出 御中老
大道寺孫九郎 （00 （00 明里御蔵出 御側見習 江戸（享保 （ 年 - 文政 （（ 年）
大井弥十郎 （00 （00 明里御蔵出　内五拾石御足高 江戸留守居 江戸（明和 （ 年 - 天明 （ 年）
藤田加左衛門 （（0 （（0 明里御蔵出 御徒士頭格 江戸（元禄 （ 年 - 文政 （（ 年）
小寺作左衛門 （（0 （（0 明里御蔵出 江戸（元禄 （ 年 - 文久 （ 年）
近藤十兵衛 （（0 （（0 明里御蔵出 江戸（享保 （0 年 - 文政 （ 年）
淺見忠右衛門 （（0 （（0 明里御蔵出 御聞番
桜井庄九郎 （（0 （（0 明里御蔵出　内五拾石御足高 御時宜役 江戸（享保 （ 年 - 文政 （（ 年） 霊岸島御中屋鋪
埴原八蔵 （00 （00 明里御蔵出 御裏役 江戸（元禄 （（- 文久 （ 年） 霊岸島御中屋鋪
加藤八郎左衛門 （00 （00 明里御蔵出 御近習番頭取
大道寺七右衛門 （00 （00 明里御蔵出 御近習御時宜役 霊岸島御中屋鋪
中沢助四郎 （00 （00 明里御蔵出 下谷御徒町
福山金之丞 （00 （00 明里御蔵出
嶋川門太夫 （00 （00 明里御蔵出 御右筆 ( 文政 （（ 年福井引越 )
杉山市左衛門 （00 （00 明里御蔵出 霊岸島御中屋鋪
牧村清左衛門 （00 （00 明里御蔵出　免三ツ三歩通 大坂（商人）
牧村五郎右衛門 （00 （00 右同断 大坂（商人）
木谷藤右衛門 （00 （00 明里御蔵出　免三ツ壱歩通 加賀粟崎（商人）

橋本助右衛門 （（0 （（0 明里御蔵出　免三ツ弐歩通
外ニ百五拾石高分御借リ成 江戸（商人）

打它直右衛門 （0 （0
明里御蔵出　免三ツ壱歩通之内
宝暦十一巳年ゟ当分六歩通御借免
弐ツ五歩通御渡免

敦賀（商人）

明静院 （00 （00 三ツ三歩通明里御蔵出　外拾人扶持 上野（寛永寺の子院）
松雲院 （（ （（ 明里御蔵出三ツ三歩通

表３　明里御蔵出の該当者
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中
村　

安
永
八
亥
年
給
帳
に
み
ら
れ
る
明
里
御
蔵
出
に
つ
い
て

一
五
人
で
あ
る
。
多
く
は
明
里
御
蔵
出
と
だ
け
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
毛
受
伝

三
郎
（
知
行
六
百
石
）
に
つ
い
て
は
「
内
百
石
御
足
シ
高　

明
里
御
蔵
出
」
と

記
載
さ
れ
て
お
り
、
百
石
の
足
高
に
つ
い
て
明
里
御
蔵
出
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
足
高
分
の
み
が
明
里
御
蔵
出
と
な
っ
て
い
る
の
は
一
五
人
の
う
ち
毛
受
の

み
で
あ
る
。
な
ぜ
足
高
が
明
里
御
蔵
出
に
な
っ
て
い
る
の
か
は
現
時
点
で
は
わ

か
ら
な
い
。
毛
受
が
、
地
方
と
御
蔵
出
の
境
界
で
あ
い
ま
い
な
立
ち
位
置
で
あ

る
こ
と
（
知
行
高
と
し
て
は
本
来
、
地
方
に
類
別
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
足

高
を
除
い
た
分
が
判
断
基
準
と
さ
れ
、
御
蔵
出
に
類
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
）
も

関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ち
な
み
に
毛
受
は
こ
の
後
、
天
明
五
年

（
一
七
八
五
）
に
足
高
分
が
本
知
に
組
み
入
れ
ら
れ
地
方
扱
い
に
な
っ
て
い
る）

（
（

。

（
二
）
大
道
寺
孫
九
郎
か
ら
杉
山
市
左
衛
門
（
一
四
人
）

　

大
道
寺
孫
九
郎
以
下
一
四
人
の
給
人
に
つ
い
て
、
多
く
は
明
里
御
蔵
出
と
記

載
さ
れ
て
お
り
、
知
行
（
本
知
）
が
そ
れ
に
該
当
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
大
井
弥
十
郎
（
知
行
弐
百
石
）、
桜
井
庄
九
郎
（
知
行
百
五
拾
石
）

に
つ
い
て
は
、「
明
里
御
蔵
出　

内
五
拾
石
御
足
高
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る）

（
（

。

後
述
す
る
が
大
井
は
役
料
明
里
御
蔵
出
で
も
あ
る
。
大
井
に
つ
い
て
は
本
知
＋

足
高
＋
役
料
、
桜
井
に
つ
い
て
は
本
知
＋
足
高
が
明
里
御
蔵
出
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

こ
の
一
四
人
の
中
で
、
共
通
点
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
安
永
八
年
時
点

で
福
井
居
住
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
藩
士
履
歴
で
確
認
す
る
と
、
大

道
寺
孫
九
郎
家
は
享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）
に
江
戸
で
召
し
抱
え
ら
れ
、
文

政
一
二
年
（
一
八
二
九
）
に
福
井
引
越
が
命
じ
ら
れ
る
ま
で
、
江
戸
に
滞
在
し

て
い
る）

（
（

。
大
井
弥
十
郎
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
さ
ら
に
彼
は
安
永
八
年
時
点
で

江
戸
留
守
居
役
で
あ
る
。
ま
た
、
重
富
の
近
習
を
掲
載
し
た
給
帳）

（（
（

で
は
、
居
住

地
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
藩
士
履
歴
で
居
住
地
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
も

の
を
中
心
に
調
べ
た
と
こ
ろ
、桜
井
庄
九
郎
や
埴
原
八
蔵
は
霊
岸
島
御
中
屋
鋪
、

中
沢
助
四
郎
は
下
谷
御
徒
町
と
江
戸
居
住
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
グ

ル
ー
プ
に
属
す
る
者
ほ
と
ん
ど
に
つ
い
て
、
江
戸
居
住
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
た
。
在
江
戸
と
い
う
点
に
注
目
す
る
と
、
先
に
挙
げ
た
毛
受
も
、
江
戸
居
住

は
確
認
で
き
な
い
が
、
安
永
八
年
時
点
で
彼
は
御
中
老
を
務
め
て
お
り
、
こ
の

年
の
参
勤
に
付
き
従
う
立
場
で
あ
っ
た
こ
と
も
関
連
し
て
い
る
可
能
性
も
あ

る
。

（
三
）
牧
村
清
左
衛
門
か
ら
打
它
直
右
衛
門
（
五
人
）

　

牧
村
清
左
衛
門
か
ら
打
它
直
右
衛
門
ま
で
は
藩
士
で
は
な
く
商
人
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
拠
点
は
大
坂
・
加
賀
・
江
戸
・
敦
賀
と
異
な
る
が
、
福
井
藩
と
付
き

合
い
が
あ
っ
た）

（（
（

。
安
永
給
帳
で
は
御
蔵
出
の
項
目
に
含
め
て
記
載
さ
れ
て
い
る

が
、
給
人
で
最
後
尾
に
記
載
さ
れ
た
も
の
の
後
に
余
白
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
新
た
な
頁
に
こ
の
五
人
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
給
人
と
は
区
別
さ
れ

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　

こ
の
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
と
し
て
、
免
（
年
貢
率
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
牧
村
清
左
衛
門
の
場
合
は「
明
里
御
蔵
出　

免
三
ツ
三
歩
通
」

と
な
っ
て
い
る
。
商
人
の
間
で
、
免
の
数
値
が
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
。
蔵
入

地
の
平
均
免
を
基
準
に
商
人
に
よ
っ
て
微
妙
に
差
を
つ
け
た
の
か
、
あ
る
い
は

村
付
さ
れ
た
知
行
の
免
を
基
準
に
し
た
か
現
時
点
で
は
わ
か
ら
な
い
。
商
人
に

村
付
を
す
る
と
い
う
の
は
考
え
に
く
い
が
、
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
非
常
に
興

味
深
い
。



52

若
越
郷
土
研
究　

六
十
七
巻
二
号

（
四
）
明
静
院
、
松
雲
院

　

明
静
院
は
、
忠
昌
が
開
基
と
な
り
建
立
さ
れ
た
上
野
寛
永
寺
の
子
院
の
ひ
と

つ
で
あ
る）

（（
（

。
藩
の
庇
護
を
受
け
て
お
り
、
吉
品
の
給
帳
か
ら
知
行
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。
松
雲
院
は
朝
倉
氏
滅
亡
後
、
一
乗
谷
朝
倉
館
跡
に
建
立
さ
れ
た
心
月

寺
が
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
北
庄
へ
移
っ
た
後
に
、
そ
の
跡
地
に
寺
院
と
し

て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る）

（（
（

。
こ
の
二
寺
院
に
つ
い
て
も
追
記
に
免
の
記
載
が
あ

る
。

　

以
上
、
御
蔵
出
、
商
人
、
寺
院
の
中
で
明
里
御
蔵
出
の
該
当
者
を
確
認
し
て

き
た
が
、
共
通
し
て
み
え
る
特
徴
と
し
て
は
や
は
り
福
井
以
外
で
活
動
し
て
い

る
も
の
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　
　
　

三　

役
料
明
里
御
蔵
出
の
該
当
者
に
つ
い
て

　

こ
の
グ
ル
ー
プ
に
関
し
て
は
、
前
四
グ
ル
ー
プ
と
異
な
り
、
知
行
に
追
記
さ

れ
る
形
で
は
な
く
、
地
方
・
御
蔵
出
と
は
別
に
見
出
し
が
立
て
ら
れ
、
給
帳
の

前
半
部
で
御
蔵
出
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
で
、
役
料
を
給
付
さ
れ

て
い
た
給
人
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
該
当
者
は
大
宮
左
金
吾
以
下
六
四
人
に

の
ぼ
る
。
該
当
者
の
本
知
と
役
料
お
よ
び
、
安
永
八
年
時
点
の
役
職
に
つ
い
て

ま
と
め
た
の
が
表
４
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
が
役
料
明
里
御
蔵
出
だ
け
給
付
さ
れ

て
い
る
者
た
ち
だ
が
、
中
に
は
本
知
が
明
里
御
蔵
出
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る

給
人
（
浅
見
忠
右
衛
門
、
大
井
弥
十
郎
）
も
い
る
。

　

福
井
藩
の
役
料
の
給
付
基
準
に
つ
い
て
は
、
元
禄
期
成
立
の
御
用
諸
式
目
に

以
下
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る）

（（
（

。

　

 

一
、
御
役
料
之
事
、
当
御
代
始
物
頭
・
御
使
番
以
上
之
御
役
、
知
行
高
三
百

石
ニ
不
満
者
へ
、
為
馬
所
持
之
役
領
高
百
石
宛
被
下
置
之
、
御
蔵
出
定
免
、

三
ツ
五
歩
ニ
被
極
之
（
後
略
）

　

物
頭
、
御
使
番
以
上
の
役
職
で
、
知
行
高
が
三
〇
〇
石
未
満
の
も
の
に
対
し

て
馬
を
所
持
さ
せ
る
目
的
で
一
〇
〇
石
を
宛
が
う
、
た
だ
し
実
際
に
支
給
す
る

の
は
三
ツ
五
歩
（
三
五
％
）
の
定
免
と
す
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
役
料
明

里
御
蔵
出
の
該
当
者
を
み
る
と
、
知
行
高
が
三
〇
〇
石
に
満
た
な
い
も
の
と
い

う
内
容
は
御
用
諸
式
目
と
一
致
す
る
が
、
役
料
に
つ
い
て
は
一
〇
〇
石
だ
け
で

な
く
、
五
〇
石
か
ら
一
五
〇
石
と
若
干
幅
が
あ
る
。
安
永
期
に
は
役
料
に
つ
い

て
も
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
広
が
っ
た
と
み
る
べ
き
か
。
安
永
期
に
お
い
て
、

三
〇
〇
石
未
満
の
御
蔵
出
の
役
料
は
明
里
御
蔵
出
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

以
上
、
明
里
御
蔵
出
、
役
料
明
里
御
蔵
出
に
つ
い
て
簡
単
に
考
察
を
加
え
た

が
、
そ
の
該
当
者
の
共
通
点
を
大
ま
か
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
ひ
と
つ
は
御

蔵
出
・
商
人
・
寺
院
に
つ
い
て
明
里
御
蔵
出
と
い
う
扱
い
に
な
っ
て
い
る
の
は
、

福
井
以
外
で
活
動
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ

は
三
〇
〇
石
未
満
の
御
蔵
出
で
役
料
を
給
付
さ
れ
て
い
る
も
の
も
対
象
と
な
っ

て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。
ま
た
、
御
蔵
出
の
中
で
の
明
里
御
蔵
出
の
立
ち
位
置

だ
が
、
安
永
給
帳
か
ら
読
み
取
る
限
り
で
は
、
明
里
御
蔵
出
は
御
蔵
出
の
中
で

も
特
別
な
存
在
、
と
い
う
位
置
づ
け
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
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安
永
八
亥
年
給
帳
に
み
ら
れ
る
明
里
御
蔵
出
に
つ
い
て

姓名 知行高 役料明里
御蔵出 役職

大宮左金吾 （（0 （（0 御触頭

波々伯部八大夫 （00 （（0 御預郡奉行

原田彦八郎 （00 （（0 御使番

数賀山彦右衛門 （00 （（0 御先物頭

石川忠左衛門 （00 （（0 御先物頭

村田十太夫 （00 （（0 御奉行

中村一郎右衛門 （（0

渋谷五郎右衛門 （00 （（0 御先物頭

河崎三郎助 （00 （（0 名目御広敷御用人

丹羽市左衛門 （00 （（0 御先物頭

門野九右衛門 （00 （（0 御長柄奉行

横井久太夫 （00 （（0 御作事奉行

高間九兵衛 （00 （（0 御奉行大坂居役
（御奉行本役）

大久保助十郎 （00 （（0 御使番

吉田弥八郎 （00 （（0 御膳番筆頭

浅見又七郎 （00 （（0 御徒士頭

中根九右衛門 （00 （00 若殿様御側向万端締り役

加賀藤左衛門 （00 （00 御持弓頭　屋敷奉行兼

出渕平兵衛 （（0 （00 若殿様御腰物方

雨森佐助 （00 （00 御旗奉行

秋田七郎兵衛 （（0 （00

石原拾五郎 （（0 （00 御目付

今村段右衛門 （（（ （00 御先物頭

河村仙右衛門 （（0 （00 御奉行

秋田八左衛門 （00 （00 御目付次

中村太郎左衛門 （（0 （00 御側物頭

浅見七十郎 （（0 （00 御奉行

服部吉左衛門 （（0 （00 札所御目付

淺見忠右衛門 （（0 （00 御聞番

三沢勘左衛門 （00 （00 御普請奉行

小林又右衛門 （00 （00 御奉行

津田藤左衛門 （（0 （00 新番頭

姓名 知行高 役料明里
御蔵出 役職

渥美新右衛門 （00 ※ （00 寺社町奉行

西尾十左衛門 （（0 （00 御持弓頭屋敷奉行

河合善十郎 （（0 （00 若殿様御小姓頭取
同御付御側締り役

田辺久蔵 （00 （00 御目付

大井弥十郎 （00 （00 江戸御留守居

大関彦兵衛 （（0 （00 御徒士頭

波多野五郎左衛門 （（0 （00 御水主頭

松原四郎兵衛 （（0 （00 御使番

大野左七郎 （（0 （00 御側物頭

大井田新九郎 （（0 （00 御使番

長谷部半右衛門 （（0 （00 御水主頭

原平左衛門 （（0 （00 御先物頭

彦坂又兵衛 （00 （00 御先物頭

河津孫十郎 （（（ （00 御先物頭

中村八大夫 （（0 （00 御普請奉行

高村四郎左衛門 （（0 （00 御先物頭次席

荻野小右衛門 （00 （00

土屋五郎大夫 （（0 （00 御先物頭

加藤半左衛門 （00 （00 御小姓見習

栃屋八左衛門 （00 （00 御先物頭

鈴木小兵衛 （00 （00 御先物頭

立岩平右衛門 （00 （00 御目付

笹川治兵衛 （（0 （00 若殿様御目付

比企文左衛門 （00 （00 大番三番筆頭

井原丞助 （（0 （00 御先物頭

三寺與右衛門 （（0 （00 御籏奉行

沢木金右衛門 （00 （0 御旗奉行次席

井上孫左衛門 （（0 （0 御籏奉行次

猪子十兵衛 （00 （0 御旗奉行次席

榎並伝十郎 （0

波々伯部又四郎 （00 （0 若殿様御付御側指南役

高江善四郎 （00 （0 御膳番

※与力の知行 （00 石分を含む

表４　役料御蔵出の該当者
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お 

わ 

り 

に 

―
今
後
の
展
望
―

　

最
後
に
新
た
に
生
じ
る
疑
問
点
と
今
後
の
展
望
を
述
べ
て
ま
と
め
と
し
た

い
。
ま
ず
、
明
里
御
蔵
出
は
い
つ
か
ら
存
在
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
明
里
御
蔵
出

と
い
う
記
載
の
あ
る
資
料
は
、
今
の
と
こ
ろ
安
永
給
帳
の
み
で
あ
る
が
、
明
里

御
蔵
出
と
い
う
存
在
が
安
永
期
だ
け
の
こ
と
な
の
か
、
あ
る
い
は
貞
享
三
年
以

降
の
歴
代
藩
主
の
給
帳
に
お
い
て
も
、
記
述
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
、
同
様
の

存
在
が
い
た
と
考
え
て
よ
い
の
か
、
判
断
に
悩
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

次
に
、
明
里
御
蔵
出
の
該
当
者
の
多
く
は
福
井
以
外
の
居
住
で
あ
る
が
、
そ

の
者
た
ち
に
文
字
通
り
明
里
御
蔵
か
ら
蔵
米
が
給
付
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
銀
や
手
形
で
の
給
付
、
あ
る
い
は
大
坂
や
江
戸
の
藩
の
蔵
屋
敷
か
ら
蔵
米

を
給
付
し
た
方
が
効
率
は
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
大
正
期
の
資
料
だ
が
鈴
木
準
道

の
「
福
井
藩
役
々
勤
務
雑
誌
」
に
は
、
藩
の
各
御
蔵
か
ら
米
の
輸
送
量
に
つ
い

て
の
記
載
が
あ
り
、
そ
の
中
に
米
そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
手
形
で
の
輸
送
の

記
載
も
あ
る）

（（
（

。
そ
の
あ
た
り
も
加
味
し
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
明
里
御
蔵
出
に

知
行
が
給
付
さ
れ
て
い
た
の
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
し
て
、
仮
に
明
里
御
蔵
出
が
明
里
御
蔵
か
ら
蔵
米
を
給
付
さ
れ
て
い
た
と

し
て
、
藩
の
他
の
御
蔵
（
三
国
・
広
瀬
・
松
岡
）
に
は
そ
う
し
た
存
在
（
御
蔵

に
紐
づ
け
さ
れ
た
御
蔵
出
）
は
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
勝
見
宗
左
衛
門
家

文
書
に
松
岡
御
蔵
か
ら
明
里
御
蔵
へ
の
米
の
輸
送
に
関
す
る
資
料
が
残
さ
れ
て

お
り）

（（
（

、
他
の
御
蔵
は
明
里
御
蔵
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
的
な
立
場
で
あ
っ
た
こ
と
は

う
か
が
え
る
が
、
一
度
検
討
す
る
価
値
は
あ
る
と
思
う
。
い
ま
だ
不
明
な
点
が

多
い
が
、
御
蔵
出
や
今
回
判
明
し
た
明
里
御
蔵
出
に
該
当
す
る
給
人
の
資
料
に

手
が
か
り
が
あ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
今
後
も
地
道
に
関
連
資
料
の
収
集
と

研
究
に
励
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

註（
（
）
福
井
県
文
書
館
保
管
松
平
文
庫
「
安
永
八
亥
年
知
行
給
帳
」（
松
平
文
庫
追
加
分
）。

（
（
）「
御
代
官
附
十
四
領
分
給
人
高
付
村
別
帳
」（『
福
井
市
史 

資
料
編
４
』
福
井
市
、

一
九
八
八
年
、
七
四
五
頁
）。

（
（
）『
福
井
市
史 

通
史
編
２
近
世
』
福
井
市
、
二
〇
〇
八
年
、
一
二
八
頁
。

（
（
）
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
と
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
の
成
箇
帳
で
蔵
入
地
分
を
比

較
す
る
と
、
前
者
が
一
七
万
六
九
七
二
石
余
り
な
の
に
対
し
、
後
者
は
領
地
が
半
減
に

し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
一
八
万
一
〇
二
一
石
余
り
と
微
増
し
て
い
る
。
宝
永
期
以
降

の
成
箇
帳
の
蔵
入
地
に
は
御
蔵
出
分
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。

（
（
）
前
「
徳
正
院
様
御
代
御
家
給
帳
（
松
平
宗
矩
給
帳
）」（
前
掲
『
福
井
市
史 

資
料
編
４
』

二
九
三
頁
）、
後
「
斉
承
公
御
代
給
帳
（
松
平
斉
承
給
帳
）」（『
同
』
三
二
〇
頁
）。

（
（
）
宗
矩
給
帳
に
お
い
て
五
拾
人
扶
持
で
記
載
さ
れ
る
西
尾
久
作
家
の
知
行
高
の
推
移
を

藩
士
履
歴
で
確
認
す
る
と
、
一
〇
〇
〇
石
（
貞
享
の
半
知
以
後
）
→
一
〇
〇
人
扶
持
（
正

徳
二
年
）
→
五
〇
人
扶
持
（
享
保
元
年
）
→
三
五
〇
石
（
延
享
三
年
）
と
推
移
し
、
地

方
→
扶
持
米
取
→
御
蔵
出
と
変
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
家
督
相
続
の
時
に
相
続
者
が
元

服
前
で
あ
る
た
め
、
知
行
取
か
ら
い
っ
た
ん
扶
持
米
取
と
さ
れ
、
元
服
後
に
あ
ら
た
め

て
知
行
を
与
え
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
宗
矩
給
帳
で
は
一
〇
〇
人
扶
持
や
五
〇
人

扶
持
な
ど
扶
持
米
取
と
し
て
は
大
身
の
藩
士
が
複
数
み
ら
れ
る
。
西
尾
の
よ
う
に
、
元

は
地
方
・
御
蔵
出
に
相
当
し
な
が
ら
も
扶
持
米
取
と
な
っ
て
い
た
も
の
も
存
在
し
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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中
村　

安
永
八
亥
年
給
帳
に
み
ら
れ
る
明
里
御
蔵
出
に
つ
い
て

（
（
）『
福
井
藩
士
履
歴
６
み
～
わ
』
福
井
県
文
書
館
、
二
〇
一
八
年
、
九
〇
頁
。
文
政
期

の
資
料
だ
が
「
地
方
取
中
給
知
村
別
帳
」（
前
掲
『
福
井
市
史 

資
料
編
４
』
七
四
三
頁
）

で
は
村
付
も
確
認
で
き
る
。

（
（
）
安
永
給
帳
で
の
大
井
弥
十
郎
の
記
載
を
確
認
す
る
と
知
行
の
下
に
明
里
御
蔵
出
と
記

述
さ
れ
て
い
る
が
、
次
行
に
書
か
れ
た
「
内
五
拾
石
御
足
高
」
の
下
に
も
明
里
御
蔵
出

と
記
述
し
て
消
し
た
跡
が
み
ら
れ
る
。
書
き
間
違
え
な
の
か
、
あ
る
い
は
「
内
五
拾
石

御
足
高
」
の
下
に
書
き
た
か
っ
た
が
、
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
で
消
し
て
知
行
の
下
に
記
述

し
た
の
か
。
現
時
点
で
は
判
別
が
つ
か
な
い
。

（
（
）『
福
井
藩
士
履
歴
４
た
～
ね
』
福
井
県
文
書
館
、
二
〇
一
六
年
、
一
〇
頁
。

（
（0
）「（
重
富
公
近
侍
姓
名
）」（『
松
平
文
庫
福
井
藩
史
料
目
録
』
八
九
三
号
）。

（
（（
）「
諸
役
人
并
町
在
御
扶
持
人
姓
名 （
十
一
）
御
本
丸
」
に
よ
る
と
、牧
村
両
名
は
大
坂
、

木
谷
は
粟
ヶ
崎
（
加
賀
）、
橋
本
は
江
戸
、
打
它
は
金
沢
の
用
達
商
人
と
し
て
記
載
さ
れ

て
い
る
（「
諸
役
人
并
町
在
御
扶
持
人
姓
名 （
十
一
）
御
本
丸
・
一
ツ
橋
・
紀
州
・
田
安
・

京
都
・
江
戸
・
大
坂
・
大
津
・
柏
崎
・
丸
岡
・
粟
ケ
崎
・
金
沢
・
敦
賀
・
小
浜
・
遠
州
・

江
州
・
甲
州
・
尾
州
・
参
州
・
駿
州
・
濃
州
・
播
州
・
泉
州
・
武
州
・
紀
州
」（『
松
平

文
庫
福
井
藩
政
史
料
目
録
』
九
二
七
号
））。

（
（（
）『
東
京
市
史
稿 

市
街
篇
第
四
』
東
京
市
、
一
九
二
八
年
、
三
八
一
頁
。

（
（（
）『
近
江
・
若
狭
・
越
前
寺
院
神
社
大
事
典
』
平
凡
社
、
一
九
九
七
年
、
二
五
三
頁
。

（
（（
）「
御
用
諸
式
目
」（『
福
井
県
史 

資
料
編
３
』
福
井
県
、
一
九
八
二
年
、
三
頁
）。

（
（（
）「
御
蔵
米
仕
訳
大
意
」（『
福
井
藩
史
事
典
』
歴
史
図
書
社
、一
九
七
七
年
、一
七
〇
頁
）。

（
（（
）「
乍
恐
口
上
書
ヲ
以
奉
願
候
（
舟
渡
シ
大
舟
破
舟
ニ
付
見
分
願
）」（
福
井
県
文
書
館
蔵
・

勝
見
宗
左
衛
門
家
文
書B00（（-00（（（

）。
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